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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底面の四隅部に自由な方向に走行可能なキャスター(6)を有するベースフレーム(1)と、
このベースフレーム(1)に装着している鞄本体(3)とを備える鞄であって、
　ベースフレーム(1)は、四隅部にキャスター(6)を設けて、上に鞄本体(3)を装着してい
る長方形の載せ台(2)と、この載せ台(2)の片側に、または両側の間に上方に伸びる姿勢で
自立するように連結され、かつ上方に伸縮自在で上端にはグリップ(4)を設けている伸縮
ロッド(5)と、この伸縮ロッド(5)を伸長位置に停止させるストッパ(15)とを備えており、
　鞄本体(3)は側面を伸縮ロッド(5)に連結され、かつ、載せ台(2)は、伸縮ロッド(5)を挿
通して連結する支持筒(7)を設けており、この支持筒(7)は、載せ台(2)の四隅に設けてい
るキャスター(6)の間に配置されると共に、載せ台(2)の下面に突出して、その突出高さ(d
)をキャスターの高さ(h)よりも低くしており、さらに支持筒(7)の下面突出部(7A)には、
載せ台(2)の下面に連結する補強壁(8)を設けており、補強壁(8)はキャスター(6)の間にあ
って、長方形である載せ台(2)の長手方向に直交する横方向を向く姿勢で設けられており
、この補強壁(8)が支持筒(7)を補強して載せ台(2)に連結されており、この支持筒(7)に伸
縮ロッド(5)の下端を連結しているキャスター付きの鞄。
【請求項２】
　補強壁(8)が、長方形の載せ台(2)の長手方向に直交する横方向を向く横方向の補強壁(8
A)に加えて、長方形である載せ台(2)の長手方向である縦方向を向く縦方向の補強壁(8B)
とを備え、支持筒(7)が横方向の補強壁(8A)と縦方向の補強壁(8B)で載せ台(2)に連結され
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てなる請求項１に記載されるキャスター付きの鞄。
【請求項３】
　伸縮ロッド(5)が、グリップ(4)を引き上げると載せ台(2)の片側から中央に向かって移
動する方向に湾曲している請求項１に記載されるキャスター付きの鞄。
【請求項４】
　伸縮ロッド(5)が、グリップ(4)を引き上げると載せ台(2)の片側から中央に向かって移
動する方向に傾斜している請求項１に記載されるキャスター付きの鞄。
【請求項５】
　伸縮ロッド(5)が伸長してストッパ(15)で停止される状態で、キャスター(6)の底面から
グリップ(4)までの高さが６０～１００ｃｍである請求項１に記載されるキャスター付き
の鞄。
【請求項６】
　鞄本体(3)をベースフレーム(1)に脱着できるように装着している請求項１に記載される
キャスター付きの鞄。
【請求項７】
　伸縮ロッド(5)が、上下方向を向く姿勢で載せ台(2)に固定しているガイド筒(5B)と、こ
のガイド筒(5B)に出し入れできるように挿入している引出ロッド(5A)とを備え、引出ロッ
ド(5A)の上端にグリップ(4)を固定している請求項１に記載されるキャスター付きの鞄。
【請求項８】
　ベースフレーム(1)が載せ台(2)の片側に２本の支持筒(7)を備え、２本の支持筒(7)に２
本の伸縮ロッド(5)を連結して、２本の伸縮ロッド(5)の上端にグリップ(4)を連結してい
る請求項１に記載されるキャスター付きの鞄。
【請求項９】
　２本の支持筒(7)の間に、長方形である載せ台(2)の長手方向に伸びる縦方向の補強壁(8
)を設けて、縦方向の補強壁で２本の支持筒を載せ台に連結している請求項８に記載され
るキャスター付きの鞄。
【請求項１０】
　２本の伸縮ロッド(5)が、ガイド筒(5B)の上端を連結ロッド(11)で連結してなる請求項
７と８に記載されるキャスター付きの鞄。
【請求項１１】
　連結ロッド(11)が、鞄本体(3)との対向面に上方に突出する連結片(13)を有し、鞄本体(
3)にはこの連結片(13)を挿通して連結ロッド(11)に連結される挿入部(3B)を設けており、
挿入部(3B)に連結片(13)を入れて、鞄本体(3)を連結ロッド(11)に連結している請求項１
０に記載されるキャスター付きの鞄。
【請求項１２】
　伸縮ロッド(5)が、鞄本体(3)との対向面に上方に突出する連結片(13)を有し、鞄本体(3
)にはこの連結片(13)を挿通して伸縮ロッド(5)に連結される挿入部(13)を設けており、挿
入部(3B)に連結片(13)を入れて、鞄本体(3)を伸縮ロッド(5)に連結している請求項１に記
載されるキャスター付きの鞄。
【請求項１３】
　ベースフレーム(1)が載せ台(2)と補強壁(8)とをプラスチックで一体的に成形している
請求項１に記載されるキャスター付きの鞄。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キャスター付きの鞄に関し、とくに、上下に移動できる取手を有する鞄に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　引出し自在な取手を備えるキャスター付きの鞄はすでに開発されて多く使用されている
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。この構造の鞄は、航空機に持込みできる程度の大きさ、あるいは、これよりも多少大き
いタイプのものが多い。この構造の鞄は、例えば、米国特許第４９９５４８７号の明細書
（特許文献１）、特公平４－７６６８６号公報（特許文献２）、実開平５７－１７９８２
４号公報（特許文献３）及び実開昭６３－１３１６３４号公報（特許文献４）に記載され
ている。これ等の公報に記載される鞄は、図１に示すように底面の片側に２個のキャスタ
ー４１を設けている。キャスター４１の反対側には、短い脚４２を固定している。鞄を垂
直に立てると、キャスター４１と脚４２とが床に接触する。この状態では、回転しない脚
４２が接触するので、鞄は移動しない状態で垂直に自立する。さらに、鞄を引っ張って移
動させるために、上面に引き出しできるように取手４３を設けている。取手４３は、鞄を
傾斜させた状態で引っ張って移動させるので、キャスター４１と同じ側に設けられる。
【０００３】
　この構造の鞄は、図１に示すように、鞄を傾け、取手４３を引っ張って移動できる。鞄
が傾斜すると、キャスター４１が床に接触し、脚４２は床から離れる。この状態で取手４
３を引っ張ると、キャスター４１が回転して楽に移動できる。しかしながら、このように
して移動させる鞄は、航空機内のように狭いところや、混雑するところでは、キャスター
４１を使用できないことがある。キャスター４１で走行させると、鞄の横幅が広くなって
、機内の座席の間の狭い通路や、混雑するところで自由に移動できないからである。キャ
スター４１が使用できなくなると、鞄を手で持ち上げて移動させる必要がある。手で持ち
上げて移動させるときは、横幅が広くならないように、図１の矢印Ａで示す方向に移動で
きる。
【０００４】
　キャスター付きの鞄は、重い鞄を軽く、楽に移動させるのに便利な構造である。鞄が重
くても、キャスターで楽に移動できるからである。本発明者は、このような欠点を解消す
るために、図２に示す構造の鞄を開発した（特許文献５参照）。この図の鞄は、キャスタ
ー４１を、ケース本体４４の底面に装着している。キャスター４１は、ケース本体４４を
垂直姿勢で自立できるように、底面の四隅に設けている。取手４３の握り部４３Ａは、ケ
ース本体４４の上方で、その左右の中央に位置する。この構造の鞄は、図１に示す鞄のよ
うに、鞄を傾斜させて移動させるのではない。鞄を垂直に立てた姿勢で、図２の矢印で示
す方向に移動させる。矢印で示す方向に移動させると、横幅を狭くして移動できる。この
ため、機内や混雑するところで便利に移動できる特長がある。さらに、４個のキャスター
４１に、自由な方向に移動できる自在キャスターを使用すると、鞄は、垂直の姿勢で自由
な方向に移動できる。垂直姿勢の鞄は、鞄の重さが取手４３に作用しない。このため、鞄
が極めて重くても、押すだけで楽に移動できる。
【０００５】
　この構造の鞄は、取手の握り部を押して、４個のキャスターで軽く楽に移動できる。た
だ、この構造の鞄は、中央に取手を装着するので、図３の断面図に示すように、取手４３
の伸縮ロッド４５をケース本体４４の内部で固定する必要がある。伸縮ロッド４５は、握
り部４３Ａをケース本体４４の左右の中央に配設するために、ケース本体４４の左右、す
なわち、厚さ方向の中央を貫通する状態で固定される。この構造の鞄は、伸縮ロッド４５
が邪魔になって、ケース本体４４の内部を有効に使用するのが難しくなる。
【０００６】
　本発明者は、これ等の欠点を解決することを目的に、図４に記載する鞄を開発した（特
許文献６参照）。
【０００７】
　この鞄は、ケース本体４４の底面四隅部にキャスター４１を設け、さらにこのケース本
体４４の側面には、伸縮ロッド４５を固定している。伸縮ロッド４５は、取手４３を上方
に引き出しできる構造であって、上端に握り部４３Ａを設けている。伸縮ロッド４５は、
ケース本体４４から引き上げられた状態で握り部４３Ａをケース本体４４上面の左右の中
央に位置させるように湾曲している。
【０００８】
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【特許文献１】米国特許第４９９５４８７号明細書
【特許文献２】特公平４－７６６８６号公報
【特許文献３】実開平５７－１７９８２４号公報
【特許文献４】実開昭６３－１３１６３４号公報
【特許文献５】特開平１０－１１７８２９号公報
【特許文献６】特開平１０－１３７０２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　この構造の鞄は、伸縮ロッドを側部に固定しているので、鞄本体の内部を深くできる特
長がある。しかしながら、この構造の鞄は鞄本体に伸縮ロッド固定しているので、鞄本体
を強靭な構造とする必要がある。それは、鞄本体で伸縮ロッドを自立させるからである。
この構造の鞄は、図１に示すように伸縮ロッドを引っ張って移動させるのでなく、杖とし
て歩行者の支えとして使用しながら、前方に押されて鞄本体を移動させるので、押しても
倒れない強靭な構造が要求される。このため、伸縮ロッドを鞄本体にしっかりと自立でき
る構造とするために、鞄本体と伸縮ロッドの取付部分を強く補強する必要がある。このた
め、鞄本体の構造が複雑になって製作コストが著しく高くなる欠点があった。また、鞄本
体は収納スペースを減少することなく強靭な構造に補強するのが難しい欠点もある。
【００１０】
　本発明者は、さらにこの欠点を解決するために、図５に示す鞄を開発した。この鞄は、
底面の四隅部に自由な方向に走行可能なキャスター５６を設けているベースフレーム５１
に鞄本体５３を脱着できるように装着している。ベースフレーム５１は、上に鞄本体５３
を装着している載せ台５２と、上方に引出し自在であって上端にグリップ５４を有する伸
縮ロッド５５と、この伸縮ロッド５５を伸長位置と収縮位置に停止させるストッパ（図示
せず）とを備える。載せ台５２は、四隅部にキャスター５６を設けている。伸縮ロッド５
５は、載せ台５２の片側に、上方に延長して自立するように固定している。鞄本体５３は
、載せ台５２の上で伸縮ロッド５５の側面に装置して、ベースフレーム５１に連結される
。
【００１１】
　この構造の鞄は、従来のように、伸縮ロッド５５が倒れるのを鞄本体５３で阻止できな
い。このため、ベースフレーム５１は、伸縮ロッド５５をしっかりと倒れない強靭な構造
で載せ台５２に連結する必要がある。このことを実現するために、ベースフレーム５１は
、載せ台５２の隅部に伸縮ロッド５５を固定し、伸縮ロッド５５を補強壁５８で補強して
いる。補強壁５８は、載せ台５２の両端縁に沿って設けられた壁で、伸縮ロッド５５と載
せ台５２とを連結して、伸縮ロッド５５を倒れないように載せ台５２に連結する。このベ
ースフレーム５１は、伸縮ロッド５５と補強壁５８で囲まれる部分に鞄本体５３を装着し
ている。載せ台５２と補強壁５８はプラスチックで一体的に成形して製作される。
【００１２】
　この構造の鞄は、補強壁で伸縮ロッドを倒れないように載せ台に連結する。ただ、補強
壁は載せ台の両端縁に沿って設けるので、両端の補強壁の間に鞄本体を装着する必要があ
る。このことは、一対の補強壁の間隔が鞄本体の幅を特定し、鞄本体の幅を広くすると、
補強壁の間隔を広く、すなわち、伸縮ロッドの間隔を広くする必要がある。したがって、
幅の広い補強壁をベースフレームに装着すると、伸縮ロッドの間隔が広くなってグリップ
が長くなる。
【００１３】
　グリップが長くなると、鞄全体の重量が重くなる。また、伸縮ロッド５５を連結してい
る連結ロッド５７等も長くなって、さらに重量が重くなる。載せ台５２の両端部に伸縮ロ
ッド５５を設ける鞄は、図５に示すように、鞄本体５３を載せ台５２の上に垂直に立てる
姿勢で載せる構造に適している。しかしながら、この構造で、鞄本体５３を水平な姿勢で
載せ台５２に載せると、伸縮ロッド５５の間隔が極めて広くなって、グリップ５４が非常
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に長くなる。
【００１４】
　この欠点は、一対の伸縮ロッドを、載せ台の片側の中間に連結して解消できる。しかし
ながら、載せ台の中間に連結する伸縮ロッドは、載せ台の横方向を向く姿勢の補強壁を設
けることはできない。補強壁を設ける位置に鞄本体を装着しているからである。
【００１５】
　本発明は、さらにこの欠点を解決することを目的に開発されたもので、本発明の大切な
目的は、載せ台の中間に設けた伸縮ロッドをしっかりと強靭な構造で載せ台に連結できる
キャスター付の鞄を提供することにある。
　また、本発明の他の大切な目的は、鞄本体を簡単な構造として、安価に多量生産でき、
しかも、伸縮ロッドをしっかりと自立させて、上端のグリップ部を握って前方に楽に移動
できるキャスター付きの鞄を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明のキャスター付きの鞄は、底面の四隅部に自由な方向に走行可能なキャスター６
を有するベースフレーム１と、このベースフレーム１に装着している鞄本体３とを備える
。ベースフレーム１は、四隅部にキャスター６を設けて、上に鞄本体３を装着している長
方形の載せ台２と、この載せ台２の片側に、または両側の間に上方に伸びる姿勢で自立す
るように連結され、かつ上方に伸縮自在で上端にはグリップ４を設けている伸縮ロッド５
と、この伸縮ロッド５を伸長位置に停止させるストッパ１５とを備えている。鞄本体３は
、側面を伸縮ロッド５に連結している。載せ台２は、伸縮ロッド５を挿通して連結する支
持筒７を設けている。この支持筒７は、載せ台２の四隅に設けているキャスター６の間に
配置されており、載せ台２の下面に突出して、その突出高さ（ｄ）をキャスター６の高さ
（ｈ）よりも低くしている。さらに、支持筒７の下面突出部７Ａには、載せ台２の下面に
連結する補強壁８を設けている。補強壁８は、キャスター６の間にあって、長方形である
載せ台２の長手方向に直交する横方向を向く姿勢で設けられている。この鞄は、補強壁８
が支持筒７を補強して載せ台２に連結されており、この支持筒７に伸縮ロッド５の下端を
連結している。
【００１７】
　本発明のキャスター付きの鞄は、補強壁８が、長方形の載せ台２の長手方向に直交する
横方向を向く横方向の補強壁８Ａに加えて、長方形である載せ台２の長手方向である縦方
向を向く縦方向の補強壁８Ｂとを備え、横方向の補強壁８Ａと縦方向の補強壁８Ｂとで支
持筒７を載せ台２に連結することができる。
【００１８】
　本発明のキャスター付きの鞄は、伸縮ロッド５を、グリップ４を引き上げると載せ台２
の片側から中央に向かって移動する方向に湾曲することができる。さらに、本発明のキャ
スター付きの鞄は、伸縮ロッド５を、グリップ４を引き上げると載せ台２の片側から中央
に向かって移動する方向に傾斜することができる。
【００１９】
　本発明のキャスター付きの鞄は、伸縮ロッド５を伸長させてストッパ１５で停止される
状態で、キャスター６の底面からグリップ４までの高さを６０～１００ｃｍとすることが
できる。
【００２０】
　本発明のキャスター付きの鞄は、鞄本体３を、ベースフレーム１に脱着できるように装
着することができる。
【００２１】
　本発明のキャスター付きの鞄は、伸縮ロッド５が、上下方向を向く姿勢で載せ台２に固
定しているガイド筒５Ｂと、このガイド筒５Ｂに出し入れできるように挿入している引出
ロッド５Ａとを備え、引出ロッド５Ａの上端にグリップ４を固定することができる。
【００２２】
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　本発明のキャスター付きの鞄は、ベースフレーム１が載せ台２の片側に２本の支持筒７
を備え、２本の支持筒７に２本の伸縮ロッド５を連結して、２本の伸縮ロッド５の上端に
グリップ４を連結することができる。さらに、本発明のキャスター付きの鞄は、２本の支
持筒７の間に、長方形である載せ台２の長手方向に伸びる縦方向の補強壁８Ｂを設けて、
縦方向の補強壁８Ｂで２本の支持筒７を載せ台２に連結することができる。
【００２３】
　さらに、本発明のキャスター付きの鞄は、２本の伸縮ロッド５のガイド筒５Ｂの上端を
連結ロッド１１で連結することができる。この鞄は、連結ロッド１１の鞄本体３との対向
面に上方に突出する連結片１３を設けて、鞄本体３にはこの連結片１３を挿通して連結ロ
ッド１１に連結される挿入部３Ｂを設けることができる。この鞄は、挿入部３Ｂに連結片
１３を入れて、鞄本体３を連結ロッド１１に連結する。
【００２４】
　本発明のキャスター付きの鞄は、伸縮ロッド５の鞄本体３との対向面に、上方に突出す
る連結片１３を設けて、鞄本体３にはこの連結片１３を挿通して伸縮ロッド５に連結され
る挿入部３Ｂを設けて、挿入部３Ｂに連結片１３を入れて、鞄本体３を伸縮ロッド５に連
結することができる。
【００２５】
　さらに、本発明のキャスター付きの鞄は、載せ台２と補強壁８とをプラスチックで一体
的に成形してベースフレーム１とすることができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明のキャスター付の鞄は、載せ台の中間に設けた伸縮ロッドをしっかりと強靭な構
造で載せ台に連結できる特長がある。それは、本発明のキャスター付きの鞄が、伸縮ロッ
ドを挿通して連結する支持筒を載せ台に設けており、この支持筒を、載せ台の四隅に設け
ているキャスターの間に配置すると共に、載せ台の下面に突出させて、さらに、支持筒の
下面突出部には、載せ台の横方向を向く姿勢の補強壁を設けて、この補強壁で支持筒を支
持しているからである。この構造の鞄は、載せ台の上面に補強壁を設けて支持筒を連結す
るのではなく、支持筒を載せ台の下面に突出させて、この突出部に補強壁を連結して支持
筒を支持するので、載せ台の中間に設けた伸縮ロッドをしっかりと強靭な構造で載せ台に
連結しながら、載せ台の上面を制限することなく鞄本体を理想的に配置できる。この構造
の鞄は、伸縮ロッドをしっかりと自立させて、上端のグリップ部を握って前方に楽に移動
できると共に、鞄本体を簡単な構造として、安価に多量生産できる特長もある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。ただし、以下に示す実施例は、本発
明の技術思想を具体化するためのキャスター付きの鞄を例示するものであって、本発明は
キャスター付きの鞄を以下のものに特定しない。
【００２８】
　さらに、この明細書は、特許請求の範囲を理解しやすいように、実施例に示される部材
に対応する番号を、「特許請求の範囲」および「課題を解決するための手段の欄」に示さ
れる部材に付記している。ただ、特許請求の範囲に示される部材を、実施例の部材に特定
するものでは決してない。
【００２９】
　図６ないし図８に示すキャスター付きの鞄は、底面の四隅部に、自由な方向に走行可能
な首振り式のキャスター６を設けているベースフレーム１と、このベースフレーム１に装
着している鞄本体３とを備える。図の鞄は、鞄本体３を脱着できるようにベースフレーム
１に装着している。この鞄は、鞄本体３を簡単に交換できる特長がある。ただ、鞄本体は
、脱着できないようにベースフレームに固定することもできる。
【００３０】
　ベースフレーム１は、プラスチックを成形して製作される。ベースフレーム１は、図７
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および図９ないし図１１に示すように、四隅部にキャスター６を設けて、上に鞄本体３を
装着している載せ台２と、この載せ台２の片側に上方に延長して自立するように固定され
、かつ上方に引出し自在であって上端にグリップ４を有する伸縮ロッド５と、この伸縮ロ
ッド５を伸長位置と収縮位置に停止させるストッパとを備える。ベースフレーム１は、載
せ台２の上で伸縮ロッド５の側面に鞄本体３を装着している。
【００３１】
　載せ台２は、全体の平面形状を長方形としている。載せ台２は、長方形の長辺となる片
側の中間に伸縮ロッド５を固定している。図のベースフレーム１は、伸縮ロッド５を挿通
して連結する支持筒７を、プラスチック製の載せ台２に一体的に成形して設けている。図
のベースフレーム１は、片側に２本の支持筒７を設けて、各々の支持筒７に伸縮ロッド５
を挿通して連結している。支持筒７は、上下方向を向く姿勢で載せ台２に一体的に成形し
て連結されている。支持筒７は、長方形である載せ台２の長辺となる一方の側の中間にあ
り、載せ台２の両端部に設けているキャスター６の間に配置されている。さらに、支持筒
７は、載せ台２の下面と上面に突出している。この支持筒７は、伸縮ロッド５を長い部分
で挿入して、しっかりと載せ台２に連結できる。ただし、支持筒は、載せ台の下面にのみ
突出して、上面には突出しない形状とすることもできる。支持筒７の下面の突出高さ（ｄ
）は、キャスター６の高さ（ｈ）よりも低くしている。下面の突出高さ（ｄ）がキャスタ
ー６よりも高いと、支持筒７の先端が走行路面に衝突して、キャスター６でスムーズに移
動できなくなるからである。支持筒７の下面突出高さ（ｄ）とキャスター６の高さ（ｈ）
の高低差は、好ましくは１ｃｍとする。ただし、高低差は０．５～５ｃｍ、好ましくは０
．６～４ｃｍ、さらに好ましくは０．６～３ｃｍとすることができる。平滑な路面に走行
させる鞄は、高低差を少なくして、支持筒７を下面に高く突出できる。この鞄は、伸縮ロ
ッド５をしっかりと倒れないように、支持筒７に連結できる。
【００３２】
　さらに、支持筒７は、図９ないし図１１に示すように、下面の突出部７Ａに補強壁８を
一体的に成形して設けている。補強壁８は、支持筒７と載せ台２の下面に連結している。
補強壁８は、載せ台２の四隅の下面にキャスター６を設けることによってできるキャスタ
ー間のスペースを有効利用して設けられる。四隅にキャスター６のある載せ台２は、キャ
スター６で持ち上げられて、下面にスペースができる。従来の鞄は、このスペースを有効
利用していない。本発明の鞄は、このキャスター間の無駄なスペースを有効利用して、支
持筒７と補強壁８を設ける。したがって、支持筒７を載せ台２の下面に突出し、この支持
筒７と載せ台２に一体的に成形してなる補強壁８を設けることで、載せ台２を高くする必
要はない。また、キャスター６を固定する位置を変更し、あるいはキャスター自体を特別
なものにする必要もない。
【００３３】
　支持筒７と補強壁８は、キャスター間にできるスペースに配置されている。図のベース
フレーム１は、長方形である載せ台２の長手方向に直交する横方向を向く横方向の補強壁
８Ａに加えて、載せ台の長手方向である縦方向を向く縦方向の補強壁８Ｂも設けている。
横方向の補強壁８Ａは、載せ台２の横方向を向く姿勢、すなわち長方形の短辺と平行な姿
勢で設けられている。縦方向の補強壁８Ｂは、２本の支持筒７の間にあって、２本の支持
筒７を連結するように設けている。すなわち、縦方向の補強壁８Ｂは、両端縁を支持筒７
に、上縁を載せ台２の下面に連結している。この構造のベースフレーム１は、横方向の補
強壁８Ａと縦方向の補強壁８Ｂで支持筒７を載せ台２に連結する。したがって、支持筒７
は、横方向にも縦方向にも倒れないように載せ台２に連結される。
【００３４】
　さらに、図９のベースフレームは、ひとつの支持筒７に、平行な２列の補強壁８を設け
ている。２列の補強壁８は、支持筒７の両側に連結して設けられる。図のベースフレーム
１は、横方向の補強壁８Ａと縦方向の補強壁８Ｂの両方を、各々平行な２列のリブとして
いる。図は、２列の補強壁８を平行に設けているが、補強壁は、３列以上を平行に設ける
こともできる。このように、互いに平行な複数列の補強壁８を支持筒７と載せ台２に連結



(8) JP 4276594 B2 2009.6.10

10

20

30

40

50

して設ける構造は、ベースフレーム１を軽くしながら、支持筒７を極めて強靭な構造で載
せ台２に連結できる。ただ、支持筒は１列の補強壁で載せ台に連結することもできる。
【００３５】
　さらに、図のベースフレーム１は、横方向の補強壁８Ａの形状を支持筒７から離れるに
したがって、しだいに低くなる形状としている。縦方向の補強壁８Ｂも、中間部分を低く
して、支持筒７から離れるにしたがって低くなる形状としている。この形状の補強壁８は
、全体の面積を小さくして軽くしながら、支持筒７を倒れないように有効に補強できる。
【００３６】
　載せ台２と支持筒７と補強壁８を備えるベースフレーム１は、プラスチックで全体を一
体的に成形して製作される。したがって、支持筒７と載せ台２と補強壁８とはプラスチッ
クを成形する工程で互いに連結される。このベースフレーム１は、補強壁８と載せ台２と
支持筒７の連結強度を強くできる。ただ、本発明の鞄は、補強壁と載せ台と支持筒を別々
のプラスチックで成形して接着やネジ止等の構造で固定することもできる。
【００３７】
　図の鞄は、伸縮ロッド５を角柱状としているので、支持筒７を角筒状としている。支持
筒７に入れた伸縮ロッド５は、止ネジで支持筒７に固定される。ただ、伸縮ロッド５は、
支持筒７に挿入して接着して固定し、あるいは抜けない嵌合構造で連結することもできる
。この構造で伸縮ロッド５を載せ台２に連結する構造は、伸縮ロッド５を極めて強靭な構
造で載せ台２に固定できる。
【００３８】
　さらに、載せ台２は、上面を平面として、その下面には、縦横に伸びる補強リブ１０を
プラスチックで一体的に成形して設けている。この載せ台２は、全体を薄くしながら補強
リブ１０で強靭な構造にできる。さらに、載せ台は、縦横に設けている補強リブの間に、
載せ台を上下に貫通する貫通孔を設けて、より軽くすることもできる。
【００３９】
　さらに、図の載せ台２は、伸縮ロッド５を固定している側部、図において右側に、載せ
台２の幅を広くする方向に突出する突出部９を設けており、この突出部９を設けた部分に
キャスター６を固定している。突出部９を設けている載せ台２は、その両側に固定するキ
ャスター６の間隔を広くして安定できる。長方形の載せ台２は、その横幅を狭くすると横
に倒れやすくなるが、突出部９を設けてキャスター６の間隔を広くして横方向の安定性を
向上できる。キャスター６は載せ台２の四隅部に固定されるので、突出部９は伸縮ロッド
５を連結する側の両端部に設けられる。突出部９を設けている載せ台２は、その幅を１４
～１６ｃｍとして、長さを３０～５０ｃｍとしている。ただし、幅は１２～３５ｃｍとす
ることもでき、また長さを２０～５０ｃｍとすることもできる。
【００４０】
　図の鞄は、載せ台２の上面であって、伸縮ロッド５に隣接して鞄本体３を装着している
。鞄本体３は、可撓性シートを縫製して製作することができる。この鞄は、鞄本体３を脱
着できるように装着する構造としている。ただし、鞄本体は、脱着できないようにベース
フレームに固定することもできる。図７のベースフレーム１は、連結穴１２と連結片１３
を設けて、鞄本体３を脱着できるように装着する。連結穴１２は、載せ台２に設けている
。図７の載せ台２は、上下に貫通して連結穴１２を設けている。図７の連結穴１２はスリ
ット状としている。スリット状の連結穴１２は、鞄本体３に固定している連結バンド３Ａ
を挿通して、鞄本体３をベースフレーム１に連結する。
【００４１】
　連結片１３は、伸縮ロッド５に連結している。図７の鞄は、伸縮ロッド５を、載せ台２
の支持筒７に下端を挿入して連結しているガイド筒５Ｂと、このガイド筒５Ｂに２段に引
出しできるように挿入している引出ロッド５Ａとで構成して、ガイド筒５Ｂの上端を連結
する連結ロッド１１に連結片１３を設けている。連結ロッド１１は、プラスチックでもっ
て連結片１３を一体的に成形して設けている。連結片１３は、鞄本体３との対向面に上方
に突出する形状に成形されており、鞄本体３に設けられる挿入部３Ｂに挿入されて、鞄本
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体３を外れないように連結する。鞄本体３の挿入部３Ｂは、下方を開口している連結隙間
を備え、ここに連結片１３が挿入されて互いに連結される。鞄本体３は、上部に設けてい
る挿入部３Ｂに連結片１３を入れ、下部に設けている連結バンド３Ａをベースフレーム１
に連結して、外れないように連結される。鞄本体３は、連結バンド３Ａをベースフレーム
１に連結して、ベースフレーム１から上昇しなくなる。上方に延長される連結片１３は、
上昇しない鞄本体３を外れないように連結する。
【００４２】
　以上の連結穴１２と連結片１３は、以下のようにして、鞄本体３を脱着できるように、
簡単に、しかもしっかりと外れないようにベースフレーム１に連結する。
(1)　鞄本体３の挿入部３Ｂを連結片１３に引っかける。
(2)　この状態で、鞄本体３の下部に連結している連結バンド３Ａを、ベースフレーム１
の載せ台２に設けてる連結穴１２に連結する。連結バンド３Ａは一端を鞄本体３に縫着し
、あるいは接着して連結しており、先端には脱着連結具を設けている。脱着連結具は、ボ
タン、ホック、フック、マジックテープ（登録商標）等である。
【００４３】
　ベースフレーム１に装着された鞄本体３は、装着するときと反対に、連結バンド３Ａを
外して、上昇させて連結片１３から外してベースフレーム１から外すことができる。以上
の鞄本体３は、下部をベースフレーム１に連結し、上部を連結片１３に連結して、簡単に
脱着して、しかもしっかりとベースフレーム１に装着できる。鞄本体は、連結フックを使
用することなく、連結バンドでもって上部と下部の両方をベースフレームに装着すること
もできる。
【００４４】
　伸縮ロッド５は、図６ないし図８に示すように、伸長されてグリップ４が引き上げられ
ると、載せ台２に固定している片側から中央に向かってグリップ４を移動させるように湾
曲されている。図に示すように、伸縮ロッド５を載せ台２の右側に固定する場合、載せ台
２の中央とは、左右方向の中心を意味するものとする。図の鞄は、載せ台２の右側に伸縮
ロッド５を固定しているので、伸縮ロッド５は引き上げられると、グリップ４を載せ台２
の右側から左側に向かって移動させるように、伸縮ロッド５を湾曲させている。いいかえ
ると、伸縮ロッド５は、中央部が外側に突出する方向に湾曲されて、引き上げられたグリ
ップ４を、載せ台２の側部から中央に接近する方向に移動させる。伸縮ロッド５を引き上
げた状態で、グリップ４は、必ずしも載せ台２の中央に位置する必要はない。それは、グ
リップ４が完全に中央になくても、グリップ４を押して鞄を曲がらないように前方に移動
できるからである。引き上げられたグリップ４の位置は、図において、伸縮ロッド５を固
定している載せ台２の一方の端面を基準の０点とし、反対側の端面を１００とすれば、た
とえば、１５～８０％の位置、好ましくは２０～６０％、さらに好ましくは２０～５０％
の位置である。
【００４５】
　さらに、図１２の鞄は、伸縮ロッド５が伸長されてグリップ４が引き上げられると、載
せ台２に固定している片側から中央に向かってグリップ４を移動させるように伸縮ロッド
５を傾斜して載せ台２に固定している。図１２の鞄は、載せ台２の右側に伸縮ロッド５を
固定しているので、伸縮ロッド５は引き上げられると、グリップ４を載せ台２の右側から
左側に向かって移動させるように、伸縮ロッド５を傾斜させている。傾斜する伸縮ロッド
５も、湾曲する伸縮ロッド５と同じように、グリップ４を引き上げた状態で、グリップ４
を必ずしも載せ台２の中央に位置させる必要はない。グリップ４が完全に中央になくても
、グリップ４を押して鞄を曲がらないように前方に移動できるからである。
【００４６】
　さらに、図示しないが、鞄は、湾曲する伸縮ロッドを傾斜して載せ台の片側に固定して
、グリップを引き上げて、載せ台の片側から中央に向かって移動させることもできる。こ
の鞄は、湾曲する曲率半径を大きくすると共に、傾斜角を直角に近くして、グリップを引
き上げて載せ台の中央に接近できる。それは、傾斜させることと湾曲させることの両方で
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、引き上げたグリップを載せ台の側部から中央に移動できるからである。
【００４７】
　さらにまた、本発明の鞄は、図１３に示すように、載せ台２の片側に、直線状の伸縮ロ
ッド５を垂直に固定することもできる。
【００４８】
　以上の実施例の鞄は、載せ台２の片側の中間に２本の伸縮ロッド５を固定している。こ
のように、載せ台２の片側に伸縮ロッド５を配置する構造は、載せ台２の上面のほぼ全面
に鞄本体３を配置できるので、載せ台２に装着する鞄本体３の底面を広くできる特長があ
る。ただ、本発明の鞄は、伸縮ロッドを載せ台の片側に配置する構造に特定しない。伸縮
ロッドは、載せ台の両側の間に配置することもできる。
【００４９】
　図１４と図１５に示す鞄のベースフレーム１は、載せ台２の両側の間であって、両端部
のキャスター６の間に伸縮ロッド５を固定している。図の鞄は、載せ台２の左右の中央に
伸縮ロッド５を固定しており、伸縮ロッド５の両側に隣接して、一対の鞄本体３を装着し
ている。このように、載せ台２の中央に配置される伸縮ロッド５は、垂直に直線状に伸縮
できる構造として、上端のグリップ４を載せ台２の中央に配置できる特長がある。ただ、
伸縮ロッドは、載せ台の中央から片側方向に位置をずらして配置することもできる。載せ
台の片側方向に位置をずらして配置される伸縮ロッドは、前述のように、湾曲する形状と
し、あるいは、載せ台の中央に向かって傾斜する姿勢として、伸縮ロッドを伸長した状態
でグリップを載せ台の中央に配置することもできる。
【００５０】
　図１４と図１５に示すベースフレーム１は、伸縮ロッド５を自立した姿勢で保持するた
めに、載せ台２の中央に支持筒７を設けている。この支持筒７も、載せ台２の下面に突出
部７Ａを突出させており、その突出高さをキャスターの高さよりも低くしている。さらに
、支持筒７は、下面の突出部７Ａに補強壁８を一体的に成形して設けている。図１５の補
強壁８は、突出部７Ａの両側に、横方向を向く横方向の補強壁８Ａを設けている。横方向
の補強壁８Ａは、支持筒７から離れるにしたがって、しだいに低くなる形状としている。
図示しないが、ベースフレームは、縦方向を向く縦方向の補強壁も設けている。この縦方
向の補強壁は、２本の支持筒を連結するように設けている。すなわち、縦方向の補強壁は
、両端縁を支持筒に、上縁を載せ台の下面に連結している。以上の構造のベースフレーム
１は、横方向の補強壁８Ａと縦方向の補強壁で支持筒７を載せ台２に連結する。したがっ
て、支持筒７は、横方向にも縦方向にも倒れないように載せ台２に連結される。さらに、
縦方向の補強壁は、支持筒の外側に、縦方向に延長して設けることもできる。それは、載
せ台の中央部に支持筒を設けているので、両端部のキャスターが邪魔にならないからであ
る。支持筒の外側に設けられる縦方向の補強壁は、支持筒から離れるにしたがって、しだ
いに低くなる形状とする。
【００５１】
　さらに、図の鞄は、載せ台２の上面であって、伸縮ロッド５の両側に隣接して一対の鞄
本体３を脱着できるように装着している。図の鞄は、一対の鞄本体３を、伸縮ロッド５を
挟着する状態で装着している。伸縮ロッド５の両側に装着される鞄本体３も、前述の連結
構造で連結できる。すなわち、一対の鞄本体３は、連結ロッド１１の両側に突出して設け
た連結片１３に、鞄本体３の上部に設けている挿入部（図示せず）を挿入すると共に、載
せ台２に開口して設けた連結穴１２に鞄本体３の下部に設けている連結バンド３Ａを連結
して、ベースフレーム１に外れないように連結される。さらに、一対の鞄本体は、互いに
連結される対向面やその周縁部を脱着連結部材を介して連結することもできる。たとえば
、一対の鞄本体は、対向面の周縁部を面ファスナーやホック等で連結し、あるいは対向面
の周縁に沿ってチャックで連結し、あるいはまた、図１４の鎖線で示すように、外周面の
複数箇所を面ファスナーや紐等の連結具２８で連結して、一対の鞄本体３の連結部分が分
離するのを防止できる。この鞄は、各々の鞄本体３を広い開口面積で開閉する構造とする
ことができる。
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【００５２】
　伸縮ロッド５は、収縮状態、いいかえるとグリップ４を最も押し下げた状態では、グリ
ップ４が鞄本体３の上部ないし上方に位置してストッパで停止される。伸縮ロッド５は、
収縮されてグリップ４を最も低くする位置で、キャスター６の底面からグリップ４の上面
までの距離を約５０ｃｍとする。ただし、伸縮ロッド５は、収縮されてグリップ４を最も
低くする位置で、キャスター６の底面からグリップ４の上面までの距離を、好ましくは３
０～８０ｃｍ、さらに好ましくは３５～７０ｃｍとすることもできる。伸縮ロッド５を収
縮してグリップ４を最も低くする状態で、グリップ４を掴みやすいように、鞄本体３をグ
リップ４よりも低くする。伸縮ロッド５は、伸長状態、いいかえるとグリップ４を最も高
く引き上げた状態では、キャスター６の底面からグリップ４の中心までの高さが６０～１
００ｃｍ、好ましくは６５～８５ｃｍとなる位置でストッパで停止される。
【００５３】
　伸縮ロッド５は、載せ台２に上下方向に伸びるように固定しているガイド筒５Ｂと、こ
のガイド筒５Ｂに出し入れできるように挿入している２段の引出ロッド５Ａとを備え、上
段の引出ロッド５Ａａの上端にグリップ４を固定している。また、２段の引出ロッド５Ａ
は、上段の引出ロッド５Ａａを下段の引出ロッド５Ａｂよりも細くして、上段の引出ロッ
ド５Ａａを下段の引出ロッド５Ａｂに出し入れできるように挿通している。さらに、伸縮
ロッド５は、下段の引出ロッド５Ａｂをガイド筒５Ｂよりも細くして、下段の引出ロッド
５Ａｂをガイド筒５Ｂに出し入れできるように挿通している。ガイド筒５Ｂと引出ロッド
５Ａは、太さの異なる金属筒とすることができる。ガイド筒と引出ロッドは、プラスチッ
クを角筒状に成形して製作することもできる。図の伸縮ロッドは、２段に伸縮できる構造
としているが、伸縮ロッドは１段の伸縮構造とすることも、３段以上に伸縮できる構造と
することもできる。
【００５４】
　以上の図に示す鞄は、載せ台２の片側に、あるいは両側の間に２本の伸縮ロッド５を固
定して、２本の伸縮ロッド５の上端にグリップ４を連結している。さらに、以上の図に示
す鞄は、載せ台２の片側の中間部に位置して、あるいは両側の間の中間部に位置して２本
の伸縮ロッド５を固定している。すなわち、２本の伸縮ロッド５の間隔を、長方形である
載せ台２の長辺の長さよりも短くしている。
【００５５】
　さらに、２本の伸縮ロッド５は、ガイド筒５Ｂの上端を連結ロッド１１で連結している
。ガイド筒５Ｂは、下端を載せ台２の支持筒７に入れて固定して、上端部分を連結ロッド
１１で連結している。このように、ガイド筒５Ｂの上端を連結ロッド１１で連結する構造
は、２本の伸縮ロッド５を補強して、より安定して自立できる。連結ロッド１１と、図６
の鎖線で示す最も降下したグリップ４との間には手を入れる挿入隙間１４を設けている。
降下したグリップ４を掴みやすくするためである。図のグリップ４は、プラスチックで全
体をコ字状に成形して、両端の折曲部分を引出ロッド５Ａに連結して、挿入隙間１４を設
けている。
【００５６】
　ストッパは、伸縮ロッド５の伸縮を停止できる全ての機構を利用できる。ストッパの一
例を、図１６ないし図１８に示す。これらの図に示す伸縮ロッド５は、２段の引出ロッド
５Ａを伸縮できる構造としているので、上下に２つのストッパ１５を備えている。第１ス
トッパ１５Ａは、上段の引出ロッド５Ａａと下段の引出ロッド５Ａｂの伸縮を停止する。
第２ストッパ１５Ｂは、下段の引出ロッド５Ａｂとガイド筒５Ｂの伸長を停止する。さら
に、下段の引出ロッド５Ａｂとガイド筒５Ｂの収縮は、第１ストッパ１５Ａで停止する。
【００５７】
　第１ストッパ１５Ａは、上段の引出ロッド５Ａａの下端部に配設されて、下段の引出ロ
ッド５Ａｂに向かって弾性的に突出する突出ピン１６と、下段の引出ロッド５Ａｂに設け
られて、突出ピン１６が挿入される係止部１７と、突出ピン１６を係止部１７から強制的
に引き抜く第１解除機構１８とを備える。第２ストッパ１５Ｂは、下段の引出ロッド５Ａ
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ｂの下端部に配設されて、ガイド筒５Ｂに向かって弾性的に突出する突出ピン３６と、ガ
イド筒５Ｂに設けられて、突出ピン３６が挿入される係止部３７と、突出ピン３６を係止
部３７から強制的に引き抜く第２解除機構３８とを備える。
【００５８】
　突出ピン１６は、上段の引出ロッド５Ａａの下端部の内部に、引出ロッド５Ａの外周方
向に弾性的に突出するように、弾性部材１９を介して配設されている。突出ピン３６は、
下段の引出ロッド５Ａｂの下端部の内部に、引出ロッド５Ａの外周方向に弾性的に突出す
るように、弾性部材３９を介して配設されている。これらの突出ピン１６、３６は、弾性
部材１９、３９に押圧されて引出ロッド５Ａから弾性的に突出する。突出ピン１６、３６
は、互いに反対方向に突出するように引出ロッド５Ａに配置している。図の伸縮ロッド５
は、突出ピン１６を内側に、すなわち対向する伸縮ロッド５の方向へ突出させて、突出ピ
ン３６を外側に、すなわち対向する伸縮ロッド５と反対の方向へ突出させている。
【００５９】
　係止部１７、３７は、突出ピン１６、３６が挿入される貫通孔または凹部である。図に
示す下段の引出ロッド５Ａｂとガイド筒５Ｂは、突出ピン１６、３６を挿入させる貫通孔
を開口して係止部１７、３７としている。このように、係止部１７、３７を貫通孔とする
構造は、ここに挿入される突出ピン１６、３６を貫通孔に貫通して突出させて、伸縮ロッ
ド５を確実に停止できる特長がある。このことは、とくに、伸縮ロッド５を杖代わりに使
用して、いいかえるとグリップ４に体重をかける姿勢として体を支えるときに極めて安全
に使用できる。それは、突出ピン１６、３６が不意に係止部１７、３７から外れて、伸縮
ロッド５が押し込まれるのを有効に防止できるからである。また、グリップ４を持って鞄
全体を持ち上げるときにも、伸縮ロッド５が不意に引き出されるのを防止できる特長もあ
る。このように、引出ロッド５Ａの位置を確実に固定できるストッパ１５は、グリップ４
を上昇位置とする場合においても、また降下位置とする場合においても、極めて安全に使
用できる特長がある。ただ、係止部は、突出ピンの先端部を挿入させる凹部とすることも
できる。
【００６０】
　下段の引出ロッド５Ａｂに設けられる係止部１７は、図示しないが、上段の引出ロッド
５Ａａを最も引き上げた状態と、中間まで引き上げた状態と、最も降下させた状態とで突
出ピン１６を挿入する位置に設けている。上段の引出ロッド５Ａａが最も引き上げられた
状態では、最も上の係止部１７に突出ピン１６が挿入され、上段の引出ロッド５Ａａが最
も降下された状態では、最も下の係止部１７に突出ピン１６が挿入され、さらに、上段の
引出ロッド５Ａａが中間まで引き上げられた状態では、突出ピン１６が中間の係止部１７
に挿入されて上段の引出ロッド５Ａａの伸縮が停止される。このように、下段の引出ロッ
ド５Ａｂの中間に係止部１７を設けた伸縮ロッド５は、複数の段階に分けて上段の引出ロ
ッド５Ａａを伸縮できる特長がある。ただ、上段の引出ロッドは、必ずしも中間位置で停
止できる構造とする必要はなく、上昇位置と降下位置にのみ停止させることもできる。さ
らに、上段の引出ロッドは、下段の引出ロッドの中間に複数の係止部を設けて、中間まで
引き上げた上段の引出ロッドを複数の引き上げ位置で停止することもできる。この伸縮ロ
ッドは、グリップの位置を少しずつ上下させて最適な位置を選択できる。
【００６１】
　ガイド筒５Ｂに設けられた係止部３７は、下段の引出ロッド５Ａｂを最も引き上げた状
態で突出ピン３６を挿入する位置に設けている。下段の引出ロッド５Ａｂが最も引き上げ
られた状態で、係止部３７に突出ピン３６が挿入されて下段の引出ロッド５Ａｂの伸長が
停止される。さらに、ガイド筒５Ｂは、図１７に示すように、上段の引出ロッド５Ａａと
下段の引出ロッド５Ａｂを最も降下した状態で、突出ピン１６を挿入する係止部３０を設
けている。係止部３０は、降下位置にある下段の引出ロッド５Ａｂの最も下の係止部１７
を貫通する突出ピン１６を挿入する位置に設けている。すなわち、この伸縮ロッド５は、
上段の引出ロッド５Ａａと下段の引出ロッド５Ａｂを最も降下させた状態で、下段の引出
ロッド５Ａｂの係止部１７とガイド筒５Ｂの内側の係止部３０とに突出ピン１６を挿入し
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て伸縮ロッド５を最も収縮した状態で停止させる。このように、ガイド筒５Ｂの外側に設
けた係止部３７に突出ピン３６が挿入されて、下段の引出ロッド５Ａｂの伸長が停止され
、ガイド筒５Ｂの内側に設けた係止部３０に突出ピン１６が挿入されて、下段の引出ロッ
ド５Ａｂの収縮が停止される。
【００６２】
　第１解除機構１８は、図１８に示すように、グリップ４に設けている押しボタン２０と
、この押しボタン２０に連結されて、押しボタン２０で上下に移動される駆動ロッド２１
と、駆動ロッド２１の下端に押圧されて、突出ピン１６を強制的に引き込む方向に回動す
る回動片２２とを備える。
【００６３】
　押しボタン２０は、グリップ４の上面の中央部分に、上下に移動できるように配設して
いる。押しボタン２０は、弾性体２３を介してグリップ４の下面に連結しており、この弾
性体２３を介して弾性的に押し出されている。この押しボタン２０は、下面に駆動ロッド
２１を連結しており、押しボタン２０が指で上下に移動されると、駆動ロッド２１を上下
に駆動するようにしている。
【００６４】
　駆動ロッド２１は、グリップ４と上段の引出ロッド５Ａａの内部に配設されており、押
しボタン２０で上下に駆動されて回動片２２を回動させる。図１８に示す駆動ロッド２１
は、グリップ４の下面に連結された水平ロッド２１Ａと、上段の引出ロッド５Ａａに挿通
された垂直ロッド２１Ｂとを備える。水平ロッド２１Ａの両端は、垂直ロッド２１Ｂの上
端の上方に位置しており、水平ロッド２１Ａが下方に押圧されると垂直ロッド２１Ｂを下
方に押し下げるようにしている。垂直ロッド２１Ｂは、上端を、上段の引出ロッド５Ａａ
内を上下に移動する挿入キャップ２４に挿通しており、垂直ロッド２１Ｂを上段の引出ロ
ッド５Ａａ内で正確に上下に移動できるようにしている。ただ、水平ロッドの両端は、垂
直ロッドの上端に連結することもできる。たとえば、駆動ロッドは、コ字状に折曲してな
る１本のロッドとすることもできる。駆動ロッド２１の下端は、上段の引出ロッド５Ａａ
の下端まで延長されている。
【００６５】
　回動片２２は、上段の引出ロッド５Ａａの下端部に配設されており、駆動ロッド２１の
下端に押圧されて突出ピン１６を強制的に引き込む方向に回動する。図に示す上段の引出
ロッド５Ａａは、下端にガイドキャップ２５を連結しており、このガイドキャップ２５の
内部に、垂直面内で回動できるように回動片２２を装着している。このガイドキャップ２
５は、駆動ロッド２１の下端部を正確に上下動できるように、上段の引出ロッド５Ａａに
挿入される連結筒部２６に、駆動ロッド２１を挿通する挿通孔２６Ａを開口している。回
動片２２は、全体の形状をＬ字状に折曲しており、一端を回転軸２７を介してガイドキャ
ップ２５に連結すると共に、他端の両側には、突出ピン１６に向かって突出するピン２２
Ａを設けている。この回動片２２は、駆動ロッド２１で押圧されて回動するとき、ピン２
２Ａの先端を突出ピン１６の両側に設けた突出部１６Ａに当接させて、回動するピン２２
Ａで突出ピン１６を押圧して強制的に後退させる。駆動ロッド２１の押圧が解除されると
、突出ピン１６は回動片２２のピン２２Ａに押圧されなくなり、弾性部材１９で弾性的に
押し出されて回動片２２を元の姿勢に回動させる。
【００６６】
　以上の第１解除機構１８は、押しボタン２０が押されると駆動ロッド２１が押し下げら
れて、駆動ロッド２１の下端に配設された回動片２２が回動される。回動する回動片２２
は、ピン２２Ａの先端で突出ピン１６を引き抜く方向に移動させて、突出ピン１６を係止
部１７から引き抜く。この状態で、第１ストッパ１５Ａは解除されて、上段の引出ロッド
５Ａａが下段の引出ロッド５Ａｂの内部を上下に移動できる状態となる。押しボタン２０
を離すと、突出ピン１６が弾性部材１９に押圧されて下段の引出ロッド５Ａｂに向かって
突出できる状態となる。
【００６７】
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　第１ストッパ１５Ａは、グリップ４に設けている第１解除機構１８の押しボタン２０を
押して、突出ピン１６を強制的に引き込んで係止状態を解除する。この状態で、上段の引
出ロッド５Ａａを引き上げ、あるいは降下させる。突出ピン１６が引き込まれた上段の引
出ロッド５Ａａは、下段の引出ロッド５Ａｂの内部を上下に移動する。押しボタン２０を
離した後、グリップ４を所定の高さに調整すると、突出ピン１６が係止部１７に案内され
、上段の引出ロッド５Ａａの伸縮が停止されて、グリップ４の上昇と降下が停止される。
【００６８】
　第２解除機構３８は、上段の引出ロッド５Ａの下端に設けられた挿入ロッド３１と、こ
の挿入ロッド３１の下端に押圧されて、突出ピン３６を強制的に引き込む方向に回動する
回動片３２とを備える。
【００６９】
　挿入ロッド３１は、上段の引出ロッド５Ａの下端に固定されたガイドキャップ２５の下
面に、下方に突出して設けられている。この挿入ロッド３１は、下段の引出ロッド５Ａｂ
の下端部に固定されたガイドキャップ３５の挿通孔３５Ａに挿入されて、下端で回動片３
２の上面を押圧して回動片３２を回動させる。
【００７０】
　回動片３２は、下段の引出ロッド５Ａｂの下端部に配設されており、挿入ロッド３１の
下端に押圧されて突出ピン３６を強制的に引き込む方向に回動する。図に示す下段の引出
ロッド５Ａｂは、下端にガイドキャップ３５を連結しており、このガイドキャップ３５の
内部に、垂直面内で回動できるように回動片３２を装着している。このガイドキャップ３
５は、挿入ロッド３１を挿入できるように、上面に挿通孔３５Ａを開口している。回動片
３２は、全体の形状をＬ字状に折曲しており、一端を回転軸３３を介してガイドキャップ
３５に連結すると共に、他端の両側には、突出ピン３６に向かって突出するピン３２Ａを
設けている。この回動片３２は、挿入ロッド３１で押圧されて回動するとき、ピン３２Ａ
の先端を突出ピン３６の両側に設けた突出部３６Ａに当接させて、回動するピン３２Ａで
突出ピン３６を押圧して強制的に後退させる。挿入ロッド３１の押圧が解除されると、突
出ピン３６は回動片３２のピン３２Ａに押圧されなくなり、弾性部材３９で弾性的に押し
出されて回動片３２を元の姿勢に回動させる。
【００７１】
　以上の第２解除機構３８は、上段の引出ロッド５Ａａが下段の引出ロッド５Ａｂの最深
部まで押し込まれると挿入ロッド３１がガイドキャップ３５の挿通孔３５Ａに挿入されて
、下段の引出ロッド５Ａｂの下端に配設された回動片３２が回動される。回動する回動片
３２は、ピン３２Ａの先端で突出ピン３６を引き抜く方向に移動させて、突出ピン３６を
係止部３７から引き抜く。この状態で、第２ストッパ１５Ｂは解除されて、下段の引出ロ
ッド５Ａｂがガイド筒５Ｂの内部を上下に移動できる状態となる。このとき、上段ストッ
パ１５Ａａの突出ピン１６は下段の引出ロッド５Ａｂの最も下に設けた係止部１７に挿通
されており、挿入ロッド３１がガイドキャップ３５の挿通孔３５Ａに挿入された状態に保
持されている。このため、突出ピン３６は、回動片３２によって引き抜き方向に移動され
た状態に保持される。この状態で、上段の引出ロッド５Ａａと下段の引出ロッド５Ａｂは
、収縮状態に連結されており、上段の引出ロッド５Ａａと下段の引出ロッド５Ａｂが一体
的に連結された状態でガイド筒５Ｂの内部を上下に移動する。
【００７２】
　さらに、一体的に連結された上段の引出ロッド５Ａａと下段の引出ロッド５Ａｂとをガ
イド筒５Ｂに最も深く挿入すると、第１ストッパ１５Ａの突出ピン１６がガイド筒５Ｂの
内側に設けた係止部３０に挿入される。この状態で、伸縮ロッド５の収縮が停止され、グ
リップ４が最も降下された状態で停止する。この突出ピン１６と係止部３０との係止状態
を解除するときは、第１解除機構１８の押しボタン２０を押して突出ピン１６を係止部３
０から引き抜く。この状態で、下段の引出ロッド５Ａｂは、ガイド筒５Ｂの内部を上下に
移動できる状態となる。
【００７３】
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　さらに、下段の引出ロッド５Ａｂの引き出しを停止するときは、第１解除機構１８の押
しボタン２０を押して突出ピン１６を強制的に引き込んで第１ストッパ１５Ａを解除し、
上段の引出ロッド５Ａａを下段の引出ロッド５Ａｂから引き出す。このとき、挿入ロッド
３１がガイドキャップ３５の挿通孔３５Ａから引き出され、突出ピン３６が弾性部材３９
で突出される状態となる。この状態で、下段の引出ロッド５Ａｂが引き出されて、突出ピ
ン３６がガイド筒５Ｂの上端部に設けた係止部３７に挿入されて、下段の引出ロッド５Ａ
ｂの引き出しが停止される。
【００７４】
　以上の構造のストッパ１５は、引出ロッド５Ａが２段に伸縮される伸縮ロッド５を決め
られた位置に停止できる。ただし、本発明の鞄は、ストッパを以上の構造に特定しない。
ストッパには伸縮ロッドを所定の位置で停止できる全ての機構とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】従来のキャスター付きの鞄を示す斜視図である。
【図２】本発明者が先に開発したキャスター付きの鞄の斜視図である。
【図３】図２に示すキャスター付きの鞄の垂直断面図である。
【図４】本発明者が先に開発した他のキャスター付きの鞄の斜視図である。
【図５】本発明者が先に開発した他のキャスター付きの鞄の斜視図である。
【図６】本発明の一実施例にかかるキャスター付きの鞄の斜視図である。
【図７】図６に示すキャスター付きの鞄の分解斜視図である。
【図８】図６に示すキャスター付きの鞄の正面図である。
【図９】図７に示すキャスター付きの鞄のベースフレームの底面斜視図である。
【図１０】図７に示すキャスター付きの鞄のベースフレームの側面図である。
【図１１】図１０に示すベースフレームのＡ－Ａ線断面図である。
【図１２】本発明の他の実施例にかかるキャスター付きの鞄の正面図である。
【図１３】本発明の他の実施例にかかるキャスター付きの鞄の斜視図である。
【図１４】本発明の他の実施例にかかるキャスター付きの鞄の斜視図である。
【図１５】図１４に示すキャスター付きの鞄の分解正面図である。
【図１６】伸縮ロッドのストッパの一例を示す拡大断面図である。
【図１７】図１６に示す伸縮ロッドの第２ストッパを解除した状態を示す拡大断面図であ
る。
【図１８】図１６に示す伸縮ロッドの第１ストッパを解除した状態を示す拡大断面図であ
る。
【符号の説明】
【００７６】
　　１…ベースフレーム
　　２…載せ台
　　３…鞄本体　　　　　　　３Ａ…連結バンド　　　　３Ｂ…挿入部
　　４…グリップ
　　５…伸縮ロッド　　　　　５Ａ…引出ロッド
　　　　　　　　　　　　　　５Ａａ…上段の引出ロッド
　　　　　　　　　　　　　　５Ａｂ…下段の引出ロッド
　　　　　　　　　　　　　　５Ｂ…ガイド筒
　　６…キャスター
　　７…支持筒　　　　　　　７Ａ…突出部
　　８…補強壁　　　　　　　８Ａ…横方向の補強壁　　８Ｂ…縦方向の補強壁
　　９…突出部
　１０…補強リブ
　１１…連結ロッド
　１２…連結穴
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　１３…連結片
　１４…挿入隙間
　１５…ストッパ　　　　　１５Ａ…第１ストッパ　　１５Ｂ…第２ストッパ
　１６…突出ピン　　　　　１６Ａ…突出部
　１７…係止部
　１８…第１解除機構
　１９…弾性部材
　２０…押しボタン
　２１…駆動ロッド　　　　２１Ａ…水平ロッド　　　２１Ｂ…垂直ロッド
　２２…回動片　　　　　　２２Ａ…ピン
　２３…弾性体
　２４…挿入キャップ
　２５…ガイドキャップ
　２６…連結筒部　　　　　２６Ａ…挿通孔
　２７…回転軸
　２８…連結具
　３０…係止部
　３１…挿入ロッド
　３２…回動片　　　　　　３２Ａ…ピン
　３３…回転軸
　３５…ガイドキャップ　　３５Ａ…挿通孔
　３６…突出ピン　　　　　３６Ａ…突出部
　３７…係止部
　３８…第２解除機構
　３９…弾性部材
　４１…キャスター
　４２…脚
　４３…取手　　　　　　　４３Ａ…握り部
　４４…ケース本体
　４５…伸縮ロッド
　５１…ベースフレーム
　５２…載せ台
　５３…鞄本体
　５４…グリップ
　５５…伸縮ロッド
　５６…キャスター
　５７…連結ロッド
　５８…補強壁
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